
 

  

潮が引いたときに現れる泥や砂の地面を「干潟」といいます。 

干潟には、カニや貝、トビハゼやゴカイなどの生きものが暮らし、それらを食べるために

シギ・チドリのような野鳥がやってきます。生きものの生息場所、そして海の水を浄化す

る機能など、干潟にはさまざまな役割があります。 

ヤマトオサガニ 甲羅の横幅 4ｃｍ 

目が長いカニで、甲羅は長方形。細長いはさ

みで泥をつまみ、中の栄養分を食べている。

水中にいる時は、長い目だけを出して周囲を

見ている。 

チゴガニ 甲羅の横幅 1ｃｍ 

小さなカニで、白いはさみと口のまわりの水色

が特徴。オスは「ウェービング」という、はさみを

上下する動きで、メスにアピールをする。 

シギ・チドリなどの 

野鳥の餌場 

生きものの 

生息場所 
海の水を 

ろ過する 

 



 

クロベンケイガニ 甲羅の横幅 5ｃｍ 

ごつごつとした甲羅と、大きくぶつぶつのある

はさみが特徴。足には毛がはえている。ヨシ原

や水辺の草はらなどに生息している。 

 

コメツキガニ 甲羅の横幅 1ｃｍ 

砂の干潟に生息しており、巣のまわりには砂団

子がある。砂団子は、巣穴を掘った時と、砂の

中の藻類を食べた時にできる。 

 

アサリ  

貝殻の模様は、個体差が大きい。プランクトンや

有機物を濾しとって食べるので、海水をろ過し

てきれいにしてくれる。 

トビハゼ 全長 10ｃｍ 

陸にあがって生活をする魚で、干潟の上を這っ

たり、跳びはねて移動をする。オスは、体をくねく

ねさせたり、ジャンプをして求愛をする。 

アシハラガニ 甲羅の横幅 4ｃｍ 

ヨシ（アシ）原に生息していることから、この名

がついた。白いつるんとしたはさみが特徴。魚の

死体やカニ、ヨシの葉も食べる雑食性。 

ゴカイのなかま  
干潟の泥の中にいる、ミミズのような生きもの。

たくさんの種類がいるので、大きさや姿はさま

ざま。シギ・チドリが引っ張り出して食べている。 
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